
第
二
章
　
戦
後
本
願
寺
の
あ
ゆ
みその

概
要

◎
第
二
章
の
構
成

本
年
、
本
願
寺
出
版
社
よ
り
刊
行
し
た
『
増

補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
の
第
二
章
で
は
、

戦
後
の
勝
如
宗
主
、
即
如
宗
主
の
事
績
か
ら
、

専
如
門
主
の
法
統
継
承
に
至
る
歩
み
を
叙
述
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
構
成
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

一　

勝
如
宗
主
と
そ
の
時
代

二　

即
如
宗
主
伝
灯
奉
告
法
要

三　

退
任
後
の
勝
如
宗
主

四　

即
如
宗
主
と
そ
の
時
代

五　

専
如
門
主
と
法
統
継
承

◎
戦
後
の
日
本
と
宗
門
の
動
き
　

敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国

軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
間
接
統
治
の
も

と
で
、「
平
和
日
本
の
建
設
」
を
め
ざ
す
民
主

化
が
始
ま
り
ま
す
。
天
皇
主
権
か
ら
国
民
主
権

へ
、
男
性
の
参
政
権
か
ら
男
女
平
等
の
参
政
権

へ
、
旧
民
法
の
家
父
長
制
か
ら
改
正
民
法
に
よ

る
い
わ
ゆ
る
家
制
度
の
廃
止
へ
、
国
家
神
道
か

ら
政
教
分
離
・
信
仰
の
自
由
へ
、
宗
教
団
体
法

の
廃
止
か
ら
宗
教
法
人
令
・
宗
教
法
人
法
へ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
分
野
で
民
主
主
義
を
理
念
と
す

る
社
会
形
成
が
本
格
化
し
ま
す
。
そ
の
後
、
70

年
余
の
間
に
、
日
本
の
経
済
社
会
・
地
域
・
国

民
生
活
・
宗
教
環
境
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
著

し
く
変
化
し
ま
す
。

勝
如
宗
主
、
即
如
宗
主
は
、
嬉
子
裏
方
、
範

子
裏
方
と
と
も
に
激
変
す
る
戦
後
社
会
と
教
団

の
現
状
に
強
い
危
機
感
を
も
っ
て
、
培
っ
て
き

た
教
団
基
盤
を
継
承
し
な
が
ら
、
浄
土
真
宗
の

み
教
え
を
伝
え
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
教
団
組

織
・
あ
り
方
・
体
質
を
見
直
し
つ
つ
、
御
同
朋

の
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
門
信
徒
会
運
動
、

基
幹
運
動
、
教
団
の
国
際
化
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
分
野
に
お
い
て
教
団
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

す
。第

二
章
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

▼
一
　
勝
如
宗
主
と
そ
の
時
代

勝
如
宗
主
は
敗
戦
後
、「
平
和
日
本
の
建
設
」

に
向
け
て
消
息
を
発
布
、
教
団
の
新
た
な
宗

制
・
宗
法
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
蓮
如
上
人

四
五
〇
回
遠
忌
法
要
を
修
行
、
さ
ら
に
教
区

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻
刊
行
に
あ
た
っ
て
（
第
３
回
）
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及
び
組
巡
教
を
始
め
ま
す
。
１
９
５
８
（
昭
和

33
）
年
、
大
谷
本
廟
親
鸞
聖
人
七
〇
〇
回
大
遠

忌
予
修
法
要
御
満
座
の
消
息
で
「
浄
土
真
宗
の

生
活
信
条
」
を
定
め
、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）

年
に
親
鸞
聖
人
七
〇
〇
回
大
遠
忌
法
要
御
満
座

の
消
息
を
発
布
し
、
こ
れ
を
受
け
翌
年
に
伝
道

教
団
へ
の
脱
皮
を
め
ざ
し
門
信
徒
会
運
動
が
提

唱
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に

は
「
浄
土
真
宗
の
教
章
」
を
制
定
し
ま
す
。
ま

た
海
外
開
教
区
へ
の
巡
教
に
出
向
、
嬉
子
裏
方

と
教
団
の
国
際
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
嬉
子

裏
方
は
国
内
外
の
仏
教
婦
人
会
の
発
展
に
も
奔

走
さ
れ
、
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
は
仏
教

婦
人
会
総
連
盟
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

▼
四
　
即
如
宗
主
と
そ
の
時
代

即
如
宗
主
は
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８

月
12
日
に
誕
生
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
８

月
に
得
度
、
10
月
に
立
嗣
奉
告
法
要
を
修
行
し

ま
す
。
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
３
月
に
法
統

を
継
承
、
翌
年
に
制
定
さ
れ
た
長
期
計
画
（
宗

門
発
展
計
画
）
の
も
と
で
教
団
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
ま
す
。
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
に
伝
灯

奉
告
法
要
を
修
行
、
法
要
初
日
に
「
教
書
」
を

発
布
、
翌
年
か
ら
教
区
・
組
巡
教
を
始
め
、
さ

ら
に
基
幹
運
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
２
０
０

８
（
平
成
20
）
年
に
「
浄
土
真
宗
の
教
章
（
私

の
歩
む
道
）」
を
定
め
、
海
外
開
教
区
へ
の
巡

教
や
学
術
交
流
に
も
努
め
、
範
子
裏
方
は
国
内

外
の
仏
教
婦
人
会
大
会
の
出
向
な
ど
を
通
し
、

そ
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
す
。

▼
五
　
専
如
門
主
と
法
統
継
承

専
如
門
主
は
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
６
月

13
日
に
誕
生
、
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
８
月

に
得
度
、
翌
年
２
月
に
立
嗣
奉
告
法
要
を
修
行

し
ま
す
。
そ
し
て
流
豆
美
裏
方
と
の
結
婚
、
築

地
別
院
副
住
職
に
就
任
、
教
区
巡
回
、
海
外
開

教
区
へ
も
出
向
さ
れ
ま
す
。
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
６
月
に
法
統
を
継
承
、
２
０
１
６
（
平

成
28
）
年
10
月
か
ら
伝
灯
奉
告
法
要
を
修
行
、

法
要
初
日
に
親
教
「
念
仏
者
の
生
き
方
」
を
発

せ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
第
二
章
か
ら
勝
如
宗
主
並
び

に
嬉
子
裏
方
、
即
如
宗
主
並
び
に
範
子
裏
方
の

ご
事
績
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
学
び
な
が

ら
、
教
団
の
歩
み
へ
の
歴
史
認
識
を
共
有
し

て
、
専
如
宗
主
並
び
に
流
豆
美
裏
方
と
と
も
に

教
団
の
未
来
を
着
実
に
開
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
願
寺
史
料
研
究
所

『
増
補
改
訂 

本
願
寺
史
』
第
４
巻　

８
８
０
０
円
（
税
込
・
送
料
別
）

Ａ
５
判
、
908
ペ
ー
ジ　
　
　

 　
　

※
ご
注
文
は
本
願
寺
出
版
社
ま
で
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